
Maruzen eBook Library 

Maruzen eBook Library 5つの特徴 

書籍を 
見つけやすい！ 

書籍を見つけやすい！ 
特徴 
① 

・『キーワード』（書名、著編集者名、ISBN等）『出版年』、
『出版社』、『ジャンル』（研究分野）等から検索可能！
読みたい書籍を簡単に見つける事ができます。 
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読みたい情報を 
見つけやすい！ 
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見つけた情報が 
読みやすい！ 
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読んだ情報を 
活用しやすい！ 
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読みたい情報を見つけやすい！ 
特徴 
② 

・書籍の詳細情報の中から『目次』・『単語（キーワード）』  
 『書誌情報』『シリーズ本』等 から検索が可能！ 
 ダイレクトに読みたい情報を見つける事ができます。 

見つけた情報が読みやすい！ 
特徴
③ 

・画像は『JPEG』ファイル。ページをめくるスピードが速い！ 
・『見開き表示』に切り替え可能！ 
・ページを『拡大・縮小』して閲覧可能！ 
サクサクめくりながら、必要な情報を読み込む事ができます。 

読んだ情報を活用しやすい！ 
特徴 
④ 

・大事な情報は『印刷』『ダウンロード』が可能！ 
・仲間同士で書籍情報をメールで簡単に『共有』可能！ 

いつでもどこでも閲覧できる！ 
特徴 
⑤ 

・自宅から、外出先からでも、24時間閲覧可能！ 
（ＰＣ、ipad、スマホ等でアクセスできます ） 

いつでもどこでも 
閲覧できる！ 

5 

電子書籍がみなさまの研究・学習の効率化と多様化をお手伝いします 



書籍を見つけやすい！ 
特徴 
① 

トップ画面 

←これらに該当する『キーワード』
で検索が可能です。 

検索結果ページ 

各ジャンル別の 新着書籍が
10点ずつ表示されています。 

『出版年』『出版社』『ジャンル』からも絞り
込む事ができます！ 

書籍の詳しい情
報（内容）を
みてから閲覧す
る事もできます。 

1.キーワード検索 
 And検索。5つまで可能です！ 2.契約タイトルから検索 

3.新着書籍から検索 

4.更に絞り込み条件から検索 

5.書籍情報から検索 

閲覧したい書籍が
見つかったら 
『閲覧』をクリック！ 

閲覧ページ 

閲覧ページ 

6.シリーズから 
検索（*1） 

7.目次から 
検索 

8.単語検索 
（*And検索 3つまで可能です！） 

*1：シリーズ検索について 
1部のタイトルでシリーズ検索ができない
ものがあります。 

URL：https://elib.maruzen.co.jp/ 

読みたい情報を見つけやすい！ 
特徴 
② 



見つけた情報が読みやすい！ 
特徴 
③ 

閲覧画面 
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1.『拡大・縮小』できます！ 
  ページを見やすい大きさに『拡大・縮小』する事ができます。 
 （ページを見開き表示にする場合、上下/左右も選択できます⇒） 
 
 
 
 

2.『見開き表示』できます！ 
  紙の書籍を閲覧しているのと同じように、学術書を開いた状態で閲覧する事ができます。 
   
 
 
 
 

3.『ページめくり』ができます！ 
 読みたいページを自由にめくる事ができます。 
 

1.拡大・縮小ボタン 

見開かないで表示 

2.見開き表示ボタン 

閲覧が終了し
たら必ずココをク
リックしてください。 

見開いて表示 

3.ページめくりボタン 



読んだ情報を活用しやすい！ 
特徴 
④ 

閲覧画面 

1 2 

1.『共有』できます！ 
  書籍の書名と詳細ページへのURLをメールで共有することができます。 
  学生同士で授業に役立つ書籍の情報をメールで共有し合う事も簡単にできます。 
 

2.『印刷/保存』ができます！ 
  大事な内容をPDF形式でダウンロード⇒印刷することができます。 
  ※ダウンロードをしたファイルから印刷を行ってください。 
 
 
 

 
 
 
 

1.共有 ボタン 

2.印刷・保存ボタン 

-研究資料を安全にご利用頂くために- 

«著作権保護»のための制限があります 
・ダウンロードは1回の閲覧につき60ページまでです。 
・ダウンロードしたページには『注記』と『すかし』が入っています。 
・本文テキストのコピーは、ダウンロードしたファイルから行ってください。 

いつでもどこでも閲覧できる！ 
特徴 
⑤ 

『リモートアクセス』できます！ 
  インターネットが閲覧できる端末（PC、iPAD、スマホ等）があれば、24時間いつでも『学外』からアクセスできます。 
  手続きはとっても簡単！以下3ステップで完了です。 

リモートアクセスの手続きは・・・ 

認証ID、 
お名前を登録 

確認メールを受け取り、
パスワードを登録 

所属機関外から 
アクセス可能！ 

Step1 Step2 Step3 

«お問い合わせ先» 
メディアセンター 


